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付属品付属品付属品付属品をををを確認確認確認確認するするするする 
 

   本製品には以下の付属品があります。ご確認ください。 

    

接続ケーブル（９０ｃｍ） （１本） 

 ＰＦユニット ２０×２（形式：ＴＲＤＭ３－２０Ｊ－２Ｐ） 

 ＰＦユニット ３０×２（形式：ＴＲＤＭ３－３０Ｊ－２Ｐ） 

 

 

 

接続ケーブル（１２０ｃｍ） （１本） 

 ＰＦユニット ２０×３（形式：ＴＲＤＭ３－２０Ｊ－３Ｐ） 

 ＰＦユニット ３０×３（形式：ＴＲＤＭ３－３０Ｊ－３Ｐ） 
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仕込記入板 

ＰＦユニット ２０×２（形式：ＴＲＤＭ３－２０Ｊ－２Ｐ） プリセット用４枚 

 

       プリセット用  

   

 

 

 

ＰＦユニット ３０×２（形式：ＴＲＤＭ３－３０Ｊ－２Ｐ） プリセット用６枚 

 

       プリセット用  

   

 

 

 

ＰＦユニット ２０×３（形式：ＴＲＤＭ３－２０Ｊ－３Ｐ） プリセット用６枚 

 

       プリセット用  

   

 

 

 

ＰＦユニット ３０×３（形式：ＴＲＤＭ３－３０Ｊ－３Ｐ） プリセット用９枚 

 

       プリセット用  

   

 

 

 

 

取扱説明書（本書） （１部） 

 

 

 

 

 

 

TOLSTARTOLSTARTOLSTARTOLSTARⅢⅢⅢⅢ    
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安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意 
 

必ずお守りください 

 

お使いになる方や他の方への危害、財産への損害を未然に防止するため 

必ずお守りしていただきたいことを、次のように説明しています。 

表示内容の確認なしで、誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程度を、 

次の表示で区分し、説明しています。 

 

警告表示内容の説明 

 取扱説明書に警告表示をしています。 

 装置の使用前に警告内容を必ず確認の上、安全にご使用ください。 

 

シグナル用語の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵文字の例 

記号は警告や注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

 

記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

 

 

警告表示例 

 

警告 この表示の欄は、「使用者が取扱いを誤った場合、死亡または重傷を 

負う可能性が想定される」また、「軽傷または物的損害のみの発生が 

想定される」内容です。 

注意 この表示の欄は、「使用者が取扱いを誤った場合、軽傷を負う可能が 

想定される」また、「物的損害のみの発生が想定される」内容です。 

 

通電点検は電気工事士などの有資

格者が行うこと。 

警警警警            告告告告    

装置の通風口をふさがないで下さい。 

火災・故障の恐れがあります。 

シグナル用語 

指示文 絵文字 

装置の分解・改造は行わないで下さい。 

火災・感電・故障の恐れがあります。 
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・装置の通風口をふさぐ物が置かれていないか確認してください。 

 ふさがれていると装置内部温度が上昇し、火災・故障の原因になります。 

 

・装置の通電点検は、電気工事士などの有資格者が行ってください。 

 感電の恐れがあります。 

  

・装置の分解、改造は行わないでください。 

 火災・感電・故障の恐れがあります。 

 

 

    

１１１１．．．．設置設置設置設置・・・・取付取付取付取付けについてけについてけについてけについて    

・装置は屋内用です。屋外に設置しないでください。 

屋外で使用すると、火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置は発熱します。必ず換気された場所に設置してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・直射日光・高温・多湿・塵埃・腐食性ガス・振動・衝撃等の環境は避けて設置してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置の設置・取り付けは、机の上など水平の面にゴム足が 4 箇所確実に接触するようにしてくださ

い。装置を傾けたり、手に持ったり、移動しながらなど不安定な場所で使用しないでください。 

装置の転倒や火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置の設置・取付時は、不安定な場所に設置しないでください。 

装置の転倒や火災・感電・故障の原因になります。 

 

・ＡＣアダプタ、接続ケーブルは、メーカー指定の純正部品を使用してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル、電源ケーブル、ＤＭＸケーブル等のケーブル類を繰り返し折り曲げたり、伸ばした

りしないでください。ケーブルの破損につながります。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル、電源ケーブル、ＤＭＸケーブル等のケーブル類を無理に引っ張らないでください。 

感電・故障の恐れがあります。 

 

・接続ケーブル、ＡＣアダプタ（ＤＣ ＩＮ １２Ｖ）、調光出力のケーブルを抜き挿しする前に 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢ本体の主電源スイッチを切ってください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル、電源ケーブル、ＤＭＸケーブル等のケーブル類は、コネクタに確実に接続してくだ

さい。接続ケーブルは必ず本体にねじ止めしてください。 

コネクタがゆるんでいると火災・故障の原因になります。 

警警警警        告告告告    

注注注注        意意意意    
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・装置の移動は電源を切ってから行ってください。 

火災・感電・故障の恐れがあります 

 

・装置に強い衝撃を与えないでください。 

火災・感電・故障の恐れがあります。 

 

・装置に濡れた手で触れないでください。 

感電の恐れがあります。 

 

・遮断器がトリップした時は、必ず原因を取り除いてから再投入してください。 

火災・感電・故障の恐れがあります。 

 

・接続ケーブル、ＡＣアダプタ（ＤＣ ＩＮ １２Ｖ）、調光出力のケーブルを抜き挿しする前に 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢ本体の主電源スイッチを切ってください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・ＡＣアダプタ本体は、安定した場所に設置してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

２２２２．．．．使用前使用前使用前使用前のののの準備準備準備準備についてについてについてについて    

・装置の使用前に必ず取扱説明書または注意書をお読みください。 

お読みいただいた後は大切に保管し、必要なときに活用してください。 

 

・装置の使用前の準備は、「舞台・テレビジョン照明技術者技能認定者」などの専門家が行ってくだ

さい。 

未熟練者だけでの対応は、間違いの原因になるおそれがあります。 

 

・装置の日常点検を実施してください。 

点検の結果、取扱説明書に記載されている基準をはずれている場合は、取扱説明書に基づき処置を

してください。 

 

・装置は発熱します。換気されているか確認してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・直射日光・高温・多湿・塵埃・腐食性ガス・振動・衝撃等がないか確認してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置の設置・取り付けが不安定な場所に設置されていないか確認してください。 

装置の転倒や火災・感電・故障の原因になります。 

 

・ＡＣアダプタ、接続ケーブルは、メーカー指定の純正部品を使用してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル、ＡＣアダプタ（ＤＣ ＩＮ １２Ｖ）、調光出力のケーブルを抜き挿しする前に 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢ本体の主電源スイッチを切ってください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

 

注注注注        意意意意    
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・接続ケーブル、電源ケーブル、ＤＭＸケーブル等のケーブル類が無理に引っ張られていないか点検

してください。 

感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル、電源ケーブル、ＤＭＸケーブル等のケーブル類がコネクタに確実に接続されて 

いるか確認してください。接続ケーブルは必ず本体にねじ止めしてください。 

コネクタがゆるんでいると火災・故障の原因になります。 

 

・装置に強い衝撃を与えないでください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置に濡れた手で触れないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

・操作卓の上に灰皿・飲食物等を置かれていないか、確認してください。 

感電・故障の原因になります。 

 

３３３３．．．．使用方法使用方法使用方法使用方法についてについてについてについて    

・装置を取り扱う場合は、「舞台・テレビジョン照明技術者技能認定者」などの専門家が行ってくだ

さい。 

未熟練者だけでの対応は間違いの原因になります。 

 

・装置に強い衝撃を与えないでください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置に濡れた手で触れないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

・操作卓の上に灰皿・飲食物等を置かないでください。 

感電・故障の原因になります。 

 

・装置を傾けたり、手に持ったり、移動しながらなど不安定な場所で使用しないでください。 

装置の転倒や火災・感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル等、ケーブル類を無理に引っ張らないでください。 

感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル、ＡＣアダプタ（ＤＣ ＩＮ １２Ｖ）、調光出力のケーブルを抜き挿しする前に 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢ本体の主電源スイッチを切ってください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・地震などの天災の後、再使用前に「舞台・テレビジョン照明技術者技能認定者」などの専門家が点

検を行ってください。 

 

・塗装色、表示色は、同一製品内及びＴＯＬＳＴＡＲⅢシリーズの機器内であっても 

違いが生じることがあります。 

 

・フェーダのつまみは、消耗品です。経年変化により取れやすくなる場合があります。 

つまみの交換につきましてはメーカーにお問い合わせください。 

注注注注        意意意意    
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４４４４．．．．保守点検保守点検保守点検保守点検についてについてについてについて    

・装置の日常点検を実施してください。点検の結果、取扱説明書に記載されている基準をはずれてい

る場合は、取扱説明書に基づき処置をしてください。 

 

・装置の点検（整備）は「舞台・テレビジョン照明技術者技能認定者」などの専門家が行ってくださ

い。未熟練者だけでの対応は・火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置の点検・清掃時は、必ず電源を切ってください。 

電源を切らないと感電するおそれがあります。 

   

・ＡＣアダプタ、接続ケーブルは、メーカー指定の純正部品を使用してください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・電源ケーブル、接続ケーブル、ＤＭＸケーブル等、ケーブル類を無理に引っ張らないでください。 

感電・故障の原因になります。 

 

・接続ケーブル、ＡＣアダプタ（ＤＣ ＩＮ １２Ｖ）、調光出力のケーブルを抜き挿しする前に 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢ本体の主電源スイッチを切ってください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置に強い衝撃を与えないでください。 

火災・感電・故障の原因になります。 

 

・装置に濡れた手で触れないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

・装置の安全で正常な動作を維持するため、定期的に製造業者、専門家の点検・調整を受けてくださ

い。 

 

・交換部品は、メーカー指定の純正部品を使用し、取扱説明書に基づき確実に処置をしてください。 

装置の火災・感電・故障の原因になります。 

 

５５５５．．．．異常時異常時異常時異常時のののの対処対処対処対処についてについてについてについて    

・煙が出たり変な臭いがするなどの異常事態には、すぐに電源を切ってください。 

火災・感電の原因になります。 

 

・装置の異常と思われるときには、異常の原因を究明してください。 

容易に原因の究明ができない場合は、メーカーに修理依頼をしてください。 

 

・地震などの天災の後、再使用前に「舞台・テレビジョン技術者技能認定者」などの専門家が点検を

行ってください。 

未熟練者だけでの対応は、火災・感電・故障の原因になります。 

 

６６６６．．．．保管時保管時保管時保管時についてについてについてについて    

・直射日光・高温・多湿・塵埃・腐食性ガス・振動・衝撃等の環境に保管しないでください。 

故障・絶縁不良の原因となります。 

 

・再使用するときは、点検を必ず行ってから使用してください。 

火災・感電・故障の原因となるおそれがあります。 

注注注注        意意意意    
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    ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット

のののの使使使使いいいい方方方方    
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接続接続接続接続ケーブルをつなぐケーブルをつなぐケーブルをつなぐケーブルをつなぐ 
 

 

 

・配線を接続するときは、ＴＯＬＳＴＡＲⅢ本体の主電源をＯＦＦし、電源ケーブルをコ 

ンセント（ＡＣ１００Ｖ）につながないでください。 

感電・故障の恐れがあります。 

 

ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢととととＰＦＰＦＰＦＰＦユニットをつなぐユニットをつなぐユニットをつなぐユニットをつなぐ場合場合場合場合 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢの拡張コネクタとＰＦユニットの拡張ＩＮコネクタ間を接続ケーブルでつなぎます。 

接続ケーブルは本体にねじ止めしてください。 

 

２段ＰＦユニット使用時 

    

 

３段ＰＦユニット使用時 

    

 

 

警警警警        告告告告    

ねじ止め ねじ止め 

３３３３段段段段ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット                ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ     

接続接続接続接続ケーブルケーブルケーブルケーブル    

（（（（付属品付属品付属品付属品））））     

ねじ止め ねじ止め 

２２２２段段段段ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット                ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ     

接続接続接続接続ケーブルケーブルケーブルケーブル    

（（（（付属品付属品付属品付属品））））     
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ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットをユニットをユニットをユニットを組組組組みみみみ合合合合わせてつなぐわせてつなぐわせてつなぐわせてつなぐ場合場合場合場合 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢには、最大２台のＰＦユニットが接続できます。 

ＰＦユニットを２台接続して使用する場合、ユニットアドレスの設定が必要となります。 

１台目のＰＦユニットはユニットアドレススイッチを【１】に、２台目のＰＦユニットは【２】に設定

して下さい。 

２段ＰＦユニット使用時は、ＰＦ２０×２又はＰＦ３０×２の組合せで接続して下さい。３段ＰＦユニ

ット使用時は、ＰＦ２０×３又はＰＦ３０×３の組合せで接続して下さい。２段ＰＦユニット（ＰＦ２

０×２、ＰＦ３０×２）と３段ＰＦユニット（ＰＦ２０×３、ＰＦ３０×３）は接続できません。 

 

 

注意：ユニットアドレススイッチはＴＯＬＳＴＡＲⅢの主電源がＯＦＦの時に行ってください。 

 

他他他他のユニットとつなぐのユニットとつなぐのユニットとつなぐのユニットとつなぐ場合場合場合場合 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢには、最大３台の拡張ユニットを接続できます。 

最大構成は、ＰＦユニット２台と客席調光ユニット１台です。 

他のユニットとつなぐ場合は、つなぎ先又はつなぎ先のさらに先のユニットをＴＯＬＳＴＡＲⅢとつな

いでおく必要があります。 

 

  

 

ねじ止め ねじ止め ねじ止め 

他他他他ののののユニットユニットユニットユニット                            ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット                            ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    

本本本本ユニットのユニットのユニットのユニットの    

接続接続接続接続ケーブルケーブルケーブルケーブル    

（（（（付属品付属品付属品付属品））））     

他他他他のユニットののユニットののユニットののユニットの    

接続接続接続接続ケーブルケーブルケーブルケーブル    

（（（（付属品付属品付属品付属品））））     

ねじ止め 
ねじ止め 

ねじ止め 

ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット（（（（２２２２台目台目台目台目））））            ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット（（（（１１１１台目台目台目台目））））            ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    

本本本本ユニットのユニットのユニットのユニットの    

接続接続接続接続ケーブルケーブルケーブルケーブル    

（（（（付属品付属品付属品付属品））））     

他他他他のユニットののユニットののユニットののユニットの    

接続接続接続接続ケーブルケーブルケーブルケーブル    

（（（（付属品付属品付属品付属品））））     
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各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと使使使使いいいい方方方方 

操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（PFPFPFPF２０２０２０２０××××２２２２、、、、PFPFPFPF３０３０３０３０××××２２２２）））） 

①①①① フェーダフェーダフェーダフェーダ部部部部     各フェーダをプリセットフェーダ又はフリーフェーダとして使用します。 

②②②② フェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチ部部部部    フリーフェーダの選択、選択解除、タッチ再生に使用します。 

③③③③ フェーダフェーダフェーダフェーダＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ部部部部        フェーダのレベル又は設定状態を表示します。 

プリセットフェーダとして使用時は、チャンネルレベルを赤色表示します。（調光点灯） 

フリーフェーダとして使用時は、緑点灯します。修正、パッチ設定時は、各種状態を表示します。 

④④④④ フェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチ切替部切替部切替部切替部    フェーダスイッチのモードを切り換えます。 

フリー設定時 ：フェーダスイッチにより各フェーダのフリー／プリセットを切り換えます。 

        フリーフェーダのフェーダＬＥＤは緑点灯します。 

＋タッチ設定時：フェーダスイッチを＋タッチ再生として使用します。 

－タッチ設定時：フェーダスイッチを－タッチ再生として使用します。 

設定無し時  ：フェーダスイッチは使用しません。押すと誤動作になります。 

⑤⑤⑤⑤ １１１１段切替部段切替部段切替部段切替部    フェーダの段数を切り換えます。 （）内は、ＰＦユニット３０×２ 

１段切替時  ＬＥＤ緑点灯：プリセットフェーダは４０本×１段（６０本×１段）となります。 

設定無し時  ＬＥＤ消灯 ：プリセットフェーダは２０本×２段（３０本×２段）となります。 

⑥⑥⑥⑥ ＰＦＰＦＰＦＰＦ１１１１、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ２２２２部部部部 ボタンは、修正操作を行うときの段の選択に使用します。 

ＬＥＤ表示は、通常ＴＯＬＳＴＡＲⅢ クロスフェーダのタリーＬＥＤと連動します。 

修正時は、修正に選択した段が橙点滅します。 

②②②②フェーダフェーダフェーダフェーダ    

スイッチスイッチスイッチスイッチ部部部部    

①①①①フェーダフェーダフェーダフェーダ部部部部    

③③③③フェーダフェーダフェーダフェーダ    

ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ部部部部    

④④④④フェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチ切替部切替部切替部切替部    

⑤⑤⑤⑤１１１１段切替部段切替部段切替部段切替部    

⑥⑥⑥⑥ＰＦＰＦＰＦＰＦ１１１１、、、、    

ＰＦＰＦＰＦＰＦ２２２２部部部部    

②②②②フェーダフェーダフェーダフェーダ    

スイッチスイッチスイッチスイッチ部部部部    

①①①①フェーダフェーダフェーダフェーダ部部部部    

③③③③フェーダフェーダフェーダフェーダ    

ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ部部部部    
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操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル（（（（PFPFPFPF２０２０２０２０××××３３３３、、、、PFPFPFPF３０３０３０３０××××３３３３）））） 

①①①① フェーダフェーダフェーダフェーダ部部部部     各フェーダをプリセットフェーダ又はフリーフェーダとして使用します。 

②②②② フェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチ部部部部    フリーフェーダの選択、選択解除、タッチ再生に使用します。 

③③③③ フェーダフェーダフェーダフェーダＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ部部部部        フェーダのレベル又は設定状態を表示します。 

プリセットフェーダとして使用時は、チャンネルレベルを赤色表示します。（調光点灯） 

フリーフェーダとして使用時は、緑点灯します。修正、パッチ設定時は、各種状態を表示します。 

④④④④ フェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチ切替部切替部切替部切替部    フェーダスイッチのモードを切り換えます。 

フリー設定時 ：フェーダスイッチにより各フェーダのフリー／プリセットを切り換えます。 

        フリーフェーダのフェーダＬＥＤは緑点灯します。 

＋タッチ設定時：フェーダスイッチを＋タッチ再生として使用します。 

－タッチ設定時：フェーダスイッチを－タッチ再生として使用します。 

設定無し時  ：フェーダスイッチは使用しません。押すと誤動作になります。 

⑤⑤⑤⑤ １１１１段切替部段切替部段切替部段切替部    フェーダの段数を切り換えます。 （）内は、ＰＦユニット３０×３ 

１段切替時  ＬＥＤ緑点灯：プリセットフェーダは６０本×１段（９０本×１段）となります。 

設定無し時  ＬＥＤ消灯 ：プリセットフェーダは２０本×３段（３０本×３段）となります。 

⑥⑥⑥⑥ ＰＦＰＦＰＦＰＦ１１１１、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ２２２２、、、、PFPFPFPF３３３３部部部部 ボタンは、修正操作を行うときの段選択と、フェーダ再生を行うときの

段選択に使用します。ＬＥＤ表示は、通常ＴＯＬＳＴＡＲⅢ クロスフェーダのタリーＬＥＤと連

動します。修正時は、修正に選択した段が橙点滅します。 

 

①①①①フェーダフェーダフェーダフェーダ部部部部    

①①①①フェーダフェーダフェーダフェーダ部部部部    

①①①①フェーダフェーダフェーダフェーダ部部部部    

②②②②フェーダフェーダフェーダフェーダ    

スイッチスイッチスイッチスイッチ部部部部    

③③③③フェーダフェーダフェーダフェーダ    

ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ部部部部    

②②②②フェーダフェーダフェーダフェーダ    

スイッチスイッチスイッチスイッチ部部部部    

③③③③フェーダフェーダフェーダフェーダ    

ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ部部部部    

②②②②フェーダフェーダフェーダフェーダ    

スイッチスイッチスイッチスイッチ部部部部    

③③③③フェーダフェーダフェーダフェーダ    

ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ部部部部    

④④④④フェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチ切替部切替部切替部切替部    

⑤⑤⑤⑤１１１１段切替部段切替部段切替部段切替部    

⑥⑥⑥⑥ＰＦＰＦＰＦＰＦ１１１１、、、、    

ＰＦＰＦＰＦＰＦ２２２２、、、、    

ＰＦＰＦＰＦＰＦ３３３３部部部部    
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背面背面背面背面パネルパネルパネルパネル 

①①①① ユニットユニットユニットユニットアアアアドレススイッチドレススイッチドレススイッチドレススイッチ    

ＰＦユニットを１台使用する場合には、ユニットアドレスを【１】に設定します。 

ＰＦユニットを２台使用する場合は、２台目を【２】に設定します。 

②②②② 拡張拡張拡張拡張ＩＮＩＮＩＮＩＮコネクタコネクタコネクタコネクタ    

ＴＯＬＳＴＡＲⅢの拡張コネクタ又は他の拡張ユニットの拡張ＯＵＴコネクタと付属の接続ケーブ

ルでつなぎます。 

③③③③ 拡張拡張拡張拡張ＯＵＴＯＵＴＯＵＴＯＵＴコネクタコネクタコネクタコネクタ    

ＴＯＬＳＴＡＲⅢと他のユニットを本ユニット経由でつなぐためのコネクタです。本ユニットが末

端の場合には接続する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕込仕込仕込仕込みみみみ記入板記入板記入板記入板 

ＰＦユニット２０×２は４枚、ＰＦユニット３０×２は６枚、ＰＦユニット２０×３は６枚、ＰＦユニ

ット３０×３は９枚の仕込み記入板を付属しています。 

仕込み記入板は、磁力を帯びていますのでパネルに張り付きます。 

仕込み記入板が汚れた場合には、消しゴムやアルコール塗布した布で汚れをふき取ってください。 

（仕込み記入板以外の付属品の清掃にはアルコールを使用しないでください） 

 

仕込仕込仕込仕込みみみみ記入板記入板記入板記入板    

仕込仕込仕込仕込みみみみ記入板記入板記入板記入板    

①①①①ユニットアドレススイッチユニットアドレススイッチユニットアドレススイッチユニットアドレススイッチ    ③③③③拡張拡張拡張拡張ＯＵＴＯＵＴＯＵＴＯＵＴコネクタコネクタコネクタコネクタ    

②②②②拡張拡張拡張拡張ＩＮＩＮＩＮＩＮコネクタコネクタコネクタコネクタ    
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ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットのユニットのユニットのユニットの使使使使いいいい方方方方 
ＰＦユニットは、ＴＯＬＳＴＡＲⅢとつなぐことでプリセットフェーダの本数（チャンネル数）を増や

すことができます。ＰＦユニットは、最大２台まで増設することができます。 

 

２段ＰＦユニット使用時 

例）ＰＦユニット２０×２とＰＦユニット３０×２を各１台つなげた場合、 

  ・プリセットフェーダ １２０チャンネル 

  ・プリセットフェーダ ６０チャンネル×２段 

  ・プリセットフェーダ １００チャンネルとサブマスタフェーダ ２０本 

  ・プリセットフェーダ ５０チャンネル×２段とサブマスタフェーダ ２０本 

  として使用できます。 

 

３段ＰＦユニット使用時 

例）ＰＦユニット２０×３とＰＦユニット３０×３を各１台つなげた場合、 

  ・プリセットフェーダ １５０チャンネル 

  ・プリセットフェーダ ５０チャンネル×３段 

  として使用できます。 

 

ＰＦユニットの取り扱い（パッチ、クロス再生、フリーフェーダ、修正）は、ＴＯＬＳＴＡＲⅢのプリ

セットフェーダと同じです。操作方法については、ＴＯＬＳＴＡＲⅢに付属している取扱説明書をご参

照ください。 

 

ＴＯＬＴＯＬＴＯＬＴＯＬＳＴＡＲＳＴＡＲＳＴＡＲＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢのののの【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】についてについてについてについて 

２段ＰＦユニットを接続した場合、「ＰＦ１／ＰＦ１」、「ＰＦ１／ＰＦ２」、「サブマスタ／サブマス

タ」の設定で使用できます。「サブマスタ／ＰＦ１」には設定できません。 

３段ＰＦユニットを接続した場合、「サブマスタ／サブマスタ」の設定で使用できます。他の設定には

できません。 

 

 ＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダ切替】設定 

上段／下段 

ＰＦ１ ＰＦ２ サブマスタ サブマスタ 

 

ＰＦ１ ＰＦ１ ＰＦ１ サブマスタ 

２段ＰＦユニット ○ ○ × ○ 

３段ＰＦユニット × × × ○ 

○：設定可能 

×：設定不可 

 

 

 

TRDM3-20J-3P (17 / 31)



 

 

   233249Ｃ 

 

16 

１１１１段切替段切替段切替段切替についてについてについてについて 

ＰＦユニットの【１段切替】及びＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダ切替】は、すべてのプリセットフェー

ダ及びサブマスタフェーダを０レベル（一番手前）にしてからおこなってください。切り換え時に灯り

の急転を防ぐための保護です。設定が変わるフェーダが（例えば、ＰＦ１からサブマスタやＰＦ１から

ＰＦ２）０レベル以外の状態では、切り換え操作を無効にします。 

 

ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢのののの【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】がサブマスタがサブマスタがサブマスタがサブマスタ設定時設定時設定時設定時 

ＰＦユニットの【１段切替】ボタンはプリセットフェーダの段数を切り換えます。 

ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢのののの【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】ががががプリセットフェーダプリセットフェーダプリセットフェーダプリセットフェーダ設定設定設定設定時時時時（ＰＦ（ＰＦ（ＰＦ（ＰＦ２２２２段段段段ユニットユニットユニットユニット））））    

ＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダ切替】とＰＦユニットの【１段切替】ボタンはプリセットフェーダの

段数を切り換えます。動作も共通です。    

 

フェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチフェーダスイッチ切替切替切替切替についてについてについてについて 

 ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢのののの【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】がサブマスタがサブマスタがサブマスタがサブマスタ設定時設定時設定時設定時    

ＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダスイッチ切替】ボタンは、サブマスタのタッチ再生の設定を切り換え 

ます。ＰＦユニットの【フェーダスイッチ切替】ボタンは、プリセットフェーダのフリー設定及びタ 

ッチ再生の設定を切り換えます。 

 ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢのののの【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】ががががプリセットフェーダプリセットフェーダプリセットフェーダプリセットフェーダ設定設定設定設定時時時時（ＰＦ（ＰＦ（ＰＦ（ＰＦ２２２２段段段段ユニットユニットユニットユニット）））） 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダスイッチ切替】ボタンとＰＦユニットの【フェーダスイッチ切替】ボ 

タンは、プリセットフェーダのフリー設定及びタッチ再生の設定を切り換えます。動作も共通です。 

 

２２２２段段段段ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットでユニットでユニットでユニットでサブマスタサブマスタサブマスタサブマスタをををを使用使用使用使用するするするする 

２段ＰＦユニットを接続してＴＯＬＳＴＡＲⅢでサブマスタを使用する場合、同時に操作再生できるプ

リセットフェーダの数が２０本（１段展開時：２０本、２段展開時：各段１０本）減ります。 

 

    サブマスタにサブマスタにサブマスタにサブマスタに最大最大最大最大チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル数分数分数分数分のののの灯灯灯灯りをりをりをりを仕込仕込仕込仕込むむむむ場合場合場合場合にはにはにはには、、、、    

手順手順手順手順１１１１ ＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダ切替】をサブマスタ以外（上下段「ＰＦ１」又は 

上段「ＰＦ２」、下段「ＰＦ１」）の設定で灯りをつくる。 

手順手順手順手順２２２２ その灯りをシーンへ保存する。 

手順手順手順手順３３３３ ＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダ切替】をサブマスタ（上下段「サブマスタ」）の設定に 

する。 

手順手順手順手順４４４４ シーン再生して、サブマスタに保存する。又はシーンをサブマスタにコピーする。 

 

 注意：サブマスタを修正する場合には、再度、サブマスタをシーンへコピーし、修正したのち、上記 

手順２～４をおこなってください。 
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３３３３段段段段ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットでプリセットフェーダのユニットでプリセットフェーダのユニットでプリセットフェーダのユニットでプリセットフェーダの灯灯灯灯りをりをりをりを出出出出すすすす 

ＴＯＬＳＴＡＲⅢのクロスフェーダが 

【ＰＦ－ＰＦモード】の時：ＰＦ１～ＰＦ３を任意にクロスフェーダに割り付けることができます。 

【シーン－ＰＦモード】の時：右側のクロスフェーダにＰＦ１が割りつきます。 

【シーン－シーンモード】の時：プリセットフェーダの再生はできません 

 

 【ＰＦ－ＰＦ【ＰＦ－ＰＦ【ＰＦ－ＰＦ【ＰＦ－ＰＦモードモードモードモード】】】】でででで灯灯灯灯りをりをりをりを点灯点灯点灯点灯するするするする場合場合場合場合にはにはにはには、、、、    

（（（（１１１１））））    左側左側左側左側クロスフェーダにクロスフェーダにクロスフェーダにクロスフェーダにＰＦＰＦＰＦＰＦ１１１１、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ２２２２、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ３３３３をををを割割割割りつりつりつりつけてけてけてけて灯灯灯灯りをりをりをりを再生再生再生再生するするするする。。。。    

手順手順手順手順１１１１ ＴＯＬＳＴＡＲⅢのクロスモード切替を押し、「ＰＦ－ＰＦ」を選択する 

手順手順手順手順２２２２ クロスフェーダを左右２本とも手前側（左側０％右側１００％）にする。 

   左タリー   緑点灯 

   右タリー   赤点灯 

手順手順手順手順３３３３ クロスで再生する任意の段（ＰＦ１又はＰＦ２又はＰＦ３ボタン）を押す。 

左側のクロスフェーダに選択したプリセットフェーダが割りつきます。 

選択した段のＬＥＤ表示 緑点灯 

手順手順手順手順４４４４ 左側のクロスフェーダで選択したプリセットフェーダの灯りを出す。 

 

（（（（２２２２））））    右側右側右側右側クロスフェーダにクロスフェーダにクロスフェーダにクロスフェーダにＰＦＰＦＰＦＰＦ１１１１、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ２２２２、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ３３３３をををを割割割割りつけてりつけてりつけてりつけて灯灯灯灯りをりをりをりを再生再生再生再生するするするする。。。。    

手順手順手順手順１１１１ ＴＯＬＳＴＡＲⅢのクロスモード切替を押し、「ＰＦ－ＰＦ」を選択する 

手順手順手順手順２２２２ クロスフェーダを左右２本とも奥側（左側１００％右側０％）にする。 

   左タリー  赤点灯 

   右タリー  緑点灯 

手順手順手順手順３３３３ クロスで再生する任意の段（ＰＦ１又はＰＦ２又はＰＦ３ボタン）を押す。 

右側のクロスフェーダに選択したプリセットフェーダが割りつきます。 

選択した段のＬＥＤ表示 緑点灯 

手順手順手順手順４４４４ 右側のクロスフェーダで選択したプリセットフェーダの灯りを出す。 
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フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替とチャンネとチャンネとチャンネとチャンネルルルル割割割割りりりり付付付付けけけけ 
ＰＦユニットのフェーダとチャンネルの関係は、ＴＯＬＳＴＡＲⅢの【フェーダ切替】とＰＦユニット

の【１段切替】のボタン操作により切り換えます。 

PFPFPFPF２２２２段段段段ユニットのユニットのユニットのユニットの場合場合場合場合（（（（例例例例：ＰＦ：ＰＦ：ＰＦ：ＰＦユニットユニットユニットユニット 20202020××××２２２２とととと 30303030××××２２２２のののの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ））））    

 

（（（（１１１１））））    ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替がががが上段上段上段上段「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ１１１１」、」、」、」、下段下段下段下段「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ１１１１」」」」のののの時時時時    

１２０本×１段（ＰＦ１）のプリセットフェーダとなります。 

下段左端がチャンネル１→下段右端→ 上段左端 → 上段右端 の順に割り付きます。 

このとき、ＰＦユニットの【１段切替】ＬＥＤは点灯しています。 

 

 

 

 

ＰＦ１ チャンネル６１ チャンネル７１     チャンネル９１      チャンネル１２０ 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＦ１ チャンネル１  チャンネル１１      チャンネル３１      チャンネル６０ 

 

（（（（２２２２））））    ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替がががが上段上段上段上段「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ２２２２」、」、」、」、下段下段下段下段「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ「ＰＦ１１１１」」」」のののの時時時時    

６０本×２段（上段ＰＦ１、下段ＰＦ２）のプリセットフェーダになります。 

このとき、ＰＦユニットの【１段切替】ＬＥＤは消灯しています。 

 

ＰＦ２ チャンネル１  ＰＦ２ チャンネル１１  ＰＦ２ チャンネル３１  ＰＦ２ チャンネル６０ 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＦ１ チャンネル１  ＰＦ１ チャンネル１１  ＰＦ１ チャンネル３１  ＰＦ１ チャンネル６０ 

ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット 20202020××××2222    

ユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレス【【【【１１１１】】】】 

ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット 33330000××××2222    

ユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレス【【【【２２２２】】】】 

ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ本体本体本体本体    
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（（（（３３３３））））    ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】がががが上段上段上段上段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」、」、」、」、下段下段下段下段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」」」」のののの時時時時    

かつかつかつかつ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦユニットユニットユニットユニット【【【【１１１１段切替段切替段切替段切替】】】】がががが１１１１段段段段（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ点灯点灯点灯点灯））））のののの時時時時    

２０本のサブマスタ と １００本×１段（ＰＦ１）のプリセットフェーダになります。 

 

    ＰＦ１ チャンネル５１      チャンネル７１      チャンネル１００ 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＦ１  チャンネル１      チャンネル２１      チャンネル５０ 

 

（（（（４４４４））））    ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】がががが上段上段上段上段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」、」、」、」、下段下段下段下段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」」」」のののの時時時時    

かつかつかつかつ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦユニットユニットユニットユニット【【【【１１１１段切替段切替段切替段切替】】】】がががが設定無設定無設定無設定無しししし（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ消灯消灯消灯消灯））））のののの時時時時    

２０本のサブマスタ と ５０本×２段のプリセットフェーダになります。 

 

   ＰＦ２ チャンネル１   ＰＦ２ チャンネル２１    ＰＦ２ チャンネル５０ 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＰＦ１ チャンネル１   ＰＦ１ チャンネル２１    ＰＦ１ チャンネル５０ 

 

    

    

    

サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ    

    

サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ    
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PFPFPFPF３３３３段段段段ユニットのユニットのユニットのユニットの場合場合場合場合（（（（例例例例：ＰＦ：ＰＦ：ＰＦ：ＰＦユニットユニットユニットユニット 20202020××××３３３３とととと 30303030××××３３３３のののの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ））））    

注意：PF３段ユニット接続時、ＴＯＬＳＴＡＲⅢのフェーダはサブマスタ固定となります。 

 

（（（（１１１１））））    ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】がががが上段上段上段上段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」、」、」、」、下段下段下段下段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」」」」のののの時時時時    

かつかつかつかつ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦユニットユニットユニットユニット【【【【１１１１段切替段切替段切替段切替】】】】がががが１１１１段段段段（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ点灯点灯点灯点灯））））のののの時時時時    

２０本のサブマスタと１５０本×１段（PF１）のプリセットフェーダになります。 

 

 

 

 

   ＰＦ１ チャンネル１０１     チャンネル１２１     チャンネル１５０ 

ＰＦ１ チャンネル５１      チャンネル７１      チャンネル１００ 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＦ１  チャンネル１      チャンネル２１      チャンネル５０ 

 

（（（（２２２２））））    ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ    【【【【フェーダフェーダフェーダフェーダ切替切替切替切替】】】】がががが上段上段上段上段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」、」、」、」、下段下段下段下段「「「「サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ」」」」のののの時時時時    

かつかつかつかつ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦ、ＰＦユニットユニットユニットユニット【【【【１１１１段切替段切替段切替段切替】】】】がががが設定設定設定設定なしなしなしなし（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ（ＬＥＤ消灯消灯消灯消灯））））のののの時時時時    

２０本のサブマスタと５０本×３段のプリセットでフェーダになります。 

 

ＰＦ３ チャンネル１      チャンネル２１        チャンネル５０ 

  ＰＦ２ チャンネル１      チャンネル２１        チャンネル５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＦ１  チャンネル１      チャンネル２１      チャンネル５０ 

    

    

サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ    

    

サブマスタサブマスタサブマスタサブマスタ    

ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット 20202020××××３３３３    

ユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレス【【【【１１１１】】】】 

ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット 33330000××××３３３３    

ユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレスユニットアドレス【【【【２２２２】】】】 

ＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲＴＯＬＳＴＡＲⅢⅢⅢⅢ本体本体本体本体    
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        点検点検点検点検、、、、仕様仕様仕様仕様

についてについてについてについて    
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故障故障故障故障かなとかなとかなとかなと思思思思ったらったらったらったら 
    

・・・・ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットがユニットがユニットがユニットが動動動動かないかないかないかない    

 確認１ ＴＯＬＳＴＡＲⅢの主電源はＯＮしていますか。 

  ⇒ 主電源をＯＮしてください。 

確認２ ＴＯＬＳＴＡＲⅢの操作電源のＬＥＤは点灯していますか。 

  ⇒ 操作電源をＯＮしてください。 

 確認３ 接続ケーブルは、正しくつながれていますか。 

  ⇒ 接続ケーブルをつなぐ（→Ｐ10）を参照して正しくつないでください。 

 確認４ ユニットアドレススイッチの設定は正しいですか。    

  ⇒ ユニットアドレススイッチを正しく設定してください。（→Ｐ８）を参照 

    

・プリセットフェーダで・プリセットフェーダで・プリセットフェーダで・プリセットフェーダで灯灯灯灯りがでないりがでないりがでないりがでない    

 確認１ ＴＯＬＳＴＡＲⅢの操作電源のＬＥＤは点灯していますか。 

  ⇒ 操作電源をＯＮしてください。    

 確認２ ＴＯＬＳＴＡＲⅢに調光出力コネクタにケーブルは差さっていますか 

  ⇒ ＤＭＸ規格のケーブルで本体と調光装置を接続してください。 

 確認３ パッチはされていますか 

  ⇒ フェーダに負荷をパッチしてください 

 確認４ ＴＯＬＳＴＡＲⅢの場面は正しいですか 

  ⇒ 使用する場面を選択してください 

 確認５ ＴＯＬＳＴＡＲⅢのプリセットマスタが０％（一番手前）になっていませんか 

  ⇒ プリセットマスタを上げてください 

 確認６ ＴＯＬＳＴＡＲⅢのプリセットフェーダを割り付けたクロスフェーダが０％になって 

いませんか、又はタリーＬＥＤが点滅していませんか 

  ⇒ クロスフェーダを操作してください 

 確認７ ＴＯＬＳＴＡＲⅢのクロスフェーダのモードは正しいですか 

  ⇒ クロスフェーダのモードを「ＰＦ－ＰＦ」または「シーン－ＰＦ１」に設定して、クロス 

フェーダを動かしてください。 

 

・パッチができない・パッチができない・パッチができない・パッチができない    

 確認１ ＴＯＬＳＴＡＲⅢ 場面がデフォルト場面になっていませんか。 

（場面 １，２，３ＬＥＤが消灯） 

  ⇒ 場面１～３を選択してください 

 確認２ TOLSTARⅢ 背面パネルの記憶操作スイッチが「「「「禁止禁止禁止禁止」」」」になっていませんか 

  ⇒ 記憶操作スイッチを「「「「記憶可記憶可記憶可記憶可」」」」に設定してください。 

 

・プリセットフェーダが・プリセットフェーダが・プリセットフェーダが・プリセットフェーダがフフフフリーリーリーリー設定設定設定設定にできないにできないにできないにできない    

 確認１ TOLSTARⅢ 背面パネルの記憶操作スイッチが「「「「禁止禁止禁止禁止」」」」になっていませんか 

  ⇒ 記憶操作スイッチを「「「「記憶可記憶可記憶可記憶可」」」」に設定してください。 
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・フェーダ・フェーダ・フェーダ・フェーダ切替切替切替切替ができないができないができないができない    

確認１ TOLSTARⅢ 背面パネルのフェーダ切替スイッチが「「「「固定固定固定固定」」」」になっていませんか 

  ⇒ フェーダ切替スイッチを「「「「切替可切替可切替可切替可」」」」に設定してください。 

確認２ 設定が変わるフェーダがすべて０％（手前側）になっていますか 

  ⇒ すべて０％にしてください。 

 

・・・・ブザーブザーブザーブザー音音音音（（（（ボタンボタンボタンボタン音音音音））））がしないがしないがしないがしない    

確認１ ブザー音がしない設定になっていませんか 

  ⇒ ブザー音を設定してください。 
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日常点検日常点検日常点検日常点検 
 

日常点検日常点検日常点検日常点検    

ＴＯＬＳＴＡＲⅢを安全にご使用いただくために日常点検をおこなってください。 

確認部位 確認内容 処置 

接続ケーブル 各ユニットと接続ケーブルが確実に接続

されているか 

コネクタ固定ネジに緩みはないか 

コンセントから電源ケーブルを

抜いた後、接続、ねじ止めして

ください 

接続ケーブル 接続ケーブルに変形、亀裂がないか 

ユニット本体 ＬＥＤ、ボタン、スイッチに破損はないか 

動作に異常はないか 

背面コネクタ コネクタにガタつきはないか 

交換をお勧めします 

お買い上げ販売店（工事店）へ

ご相談ください 

ＰＦユニット本体 

接続ケーブル 

汚れていないか 清掃してください 

 

定期点検定期点検定期点検定期点検のおのおのおのお勧勧勧勧めめめめ    

 使用期間における経年変化またはご使用の状況によって、消耗、劣化する部品または絶縁の低下が懸

念されます。専門技術者による定期点検をお勧めします。 

 定期点検は弊社との保守点検契約をお勧めします。 
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概略仕様概略仕様概略仕様概略仕様 
 

ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット    ２０２０２０２０××××２２２２        型式型式型式型式：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ３３３３－－－－２０２０２０２０Ｊ－Ｊ－Ｊ－Ｊ－２２２２ＰＰＰＰ    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

基本仕様 

型名 ＴＲＤＭ３－２０Ｊ－２Ｐ プリセットフェーダ ４0 本×1 段／２0 本×２段を 

本体質量（kg） ４．０ｋｇ 

（接続ケーブル含まず） 

 切り換え ＴＯＬＳＴＡＲⅢに上

記本数のフェーダを追加 

本体入力電源 ＤＣ１２Ｖ±１０％ タッチ再生 ＋タッチ、－タッチ再生 

 （ＴＯＬＳＡＴＲⅢ本体から接続

ケーブルにより供給） 

フリーフェーダ プリセットフェーダをフリーフェ

ーダに切り換え 

消費電流 （ＤＣ１２Ｖ）０．５Ａ以下 付属品 接続ケーブル（９０ｃｍ） 

動作環境 屋内、結露しないこと  仕込記入板一式 

周囲温度 ０～40℃   
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ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット    ３０３０３０３０××××２２２２        型式型式型式型式：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ３３３３－－－－３０３０３０３０Ｊ－Ｊ－Ｊ－Ｊ－２２２２ＰＰＰＰ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本仕様 

型名 ＴＲＤＭ３－３０Ｊ－２Ｐ プリセットフェーダ ６0 本×1 段／２0 本×２段を 

本体質量（kg） ５．５ｋｇ 

（接続ケーブル含まず） 

 切り換え ＴＯＬＳＴＡＲⅢに上

記本数のフェーダを追加 

本体入力電源 ＤＣ１２Ｖ±１０％ タッチ再生 ＋タッチ、－タッチ再生 

 （ＴＯＬＳＡＴＲⅢ本体から接続

ケーブルにより供給） 

フリーフェーダ プリセットフェーダをフリーフェ

ーダに切り換え 

消費電流 （ＤＣ１２Ｖ）０．７Ａ以下 付属品 接続ケーブル（９０ｃｍ） 

動作環境 屋内、結露しないこと  仕込記入板一式 

周囲温度 ０～40℃   
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ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット    ２０２０２０２０××××３３３３        型式型式型式型式：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ３３３３－－－－２０２０２０２０Ｊ－Ｊ－Ｊ－Ｊ－３３３３ＰＰＰＰ    

    

    

    

    

    

    

    

基本仕様 

型名 ＴＲＤＭ３－２０Ｊ－３Ｐ プリセットフェーダ ６0 本×1 段／２0 本×３段を 

本体質量（kg） ６．０ｋｇ 

（接続ケーブル含まず） 

 切り換え ＴＯＬＳＴＡＲⅢに上

記本数のフェーダを追加 

本体入力電源 ＤＣ１２Ｖ±１０％ タッチ再生 ＋タッチ、－タッチ再生 

 （ＴＯＬＳＡＴＲⅢ本体から接続

ケーブルにより供給） 

フリーフェーダ プリセットフェーダをフリーフェ

ーダに切り換え 

消費電流 （ＤＣ１２Ｖ）０．７Ａ以下 付属品 接続ケーブル（１２０ｃｍ） 

動作環境 屋内、結露しないこと  仕込記入板一式 

周囲温度 ０～40℃   
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ＰＦＰＦＰＦＰＦユニットユニットユニットユニット    ３０３０３０３０××××３３３３        型式型式型式型式：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ：ＴＲＤＭ３３３３－－－－３０３０３０３０Ｊ－Ｊ－Ｊ－Ｊ－３３３３ＰＰＰＰ    

 

 

 

 

 

 

 

基本仕様 

型名 ＴＲＤＭ３－３０Ｊ－３Ｐ プリセットフェーダ ９0 本×1 段／３0 本×３段を 

本体質量（kg） ８．０ｋｇ 

（接続ケーブル含まず） 

 切り換え ＴＯＬＳＴＡＲⅢに上

記本数のフェーダを追加 

本体入力電源 ＤＣ１２Ｖ±１０％ タッチ再生 ＋タッチ、－タッチ再生 

 （ＴＯＬＳＡＴＲⅢ本体から接続

ケーブルにより供給） 

フリーフェーダ プリセットフェーダをフリーフェ

ーダに切り換え 

消費電流 （ＤＣ１２Ｖ）１．０Ａ以下 付属品 接続ケーブル（１２０ｃｍ） 

動作環境 屋内、結露しないこと  仕込記入板一式 

周囲温度 ０～40℃   
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保証について 
・保証期間は、商品お買上げ日より１年間です。但し、ＬＥＤ器具の点灯装置は３年

間です。取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った使用状態で保証期間内に故

障した場合に、無償修理させていただきます。 

・ランプ、点灯管、電池などの消耗品は対象外です。 

※保証の例外 

24 時間連続使用など、1 日 20 時間以上の長時間使用の場合は、上記の半分の期間

とします。 

保証の免責事項 
１．保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。 

（１）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷 

（２）お買い上げ後の取り付け場所移設、輸送、落下などによる故障及び損傷 

（３）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、異常電圧、指定外の使用電源（電

圧、周波数）などによる故障及び損傷 

（４）車両、船舶等に搭載された場合に生じる故障及び損傷 

（５）施工上の不備に起因する故障や不具合 

（６）法令、取扱説明書で要求される保守点検を行わないことによる故障及び損傷 

（７）日本国内以外での使用による故障及び損傷 

２．離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には出張に要する実費

を申し受けます。 

修理を依頼されるとき 
・保証期間中は、お買上げ日を特定できるものを添えてお買上げ販売店（工事店）ま

でお申し出ください。 

・保証期間を過ぎている時は、お買上げ販売店（工事店）にご相談ください。  

修理によって機能が維持できる場合は、ご希望により有料修理させていただきます。 

・アフターサービスについてご不明な点並びに修理に関するご相談は、お買上げ販売

店（工事店）にお問い合わせください。その際は器具の形名、お買上げ時期をお忘れ

なくお知らせください。 

 
  

北 海 道 地 区 
( 首 都 圏 営 業 所 ) 〒063-0814 北海道札幌市⻄区琴似 4 条 2-1-2 コルテナⅡ TEL.011-624-1181 FAX.011-615-3168 

東 北 営 業 所 〒980-0803 宮城県仙台市⻘葉区国分町 2-2-2 東芝仙台ビル TEL.022-264-7261 FAX.022-263-7660 
首 都 圏 営 業 所 〒212-8585 神奈川県川崎市幸区堀川町 72-34 ラゾーナ川崎東芝ビル TEL.050-3148-9825 FAX.044-548-9638 
中 部 営 業 所 〒451-0064 愛知県名古屋市⻄区名⻄ 2-33-10 名⻄⼆丁目ビル TEL.050-3191-3163 FAX.052-528-1545 
関 ⻄ 営 業 所 〒530-0017 大阪府大阪市北区角田町８番１号 大阪梅田ツインタワーズ・ノース TEL.050-3147-0843 FAX.06-6130-1169 
中 国 営 業 所 〒730-0017 広島県広島市中区鉄砲町 7-18 東芝フコク生命ビル TEL.050-3164-9903 FAX.082-212-1249 
九 州 営 業 所 〒810-0072 福岡県福岡市中央区⻑浜 2-4-1 東芝福岡ビル TEL.050-3191-7172 FAX.092-735-3446 

 

お読みになったあとも必ず保存してください。 

東芝ライテック株式会社 https：//www.tlt.co.jp 

営業所名・住所・電話番号などは変更になる場合があります。 

最新情報は右記 QR コードより弊社ホームページをご確認ください。 
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